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· どんな症状を起こすのか？

Ａ型肝炎ウイルスに感染すると二週間～六週間で発症します。

38℃以上の発熱・全身のだるさ・食欲不振・吐き気・黄疸（下痢・

頭痛・のどの痛み：も結構見られるため、インフルエンザと誤診

されるケースも多い）

· どれくらいで治るのか？

１～２ケ月でほぼ治癒。約１％が激症肝炎へ（致死率３０％）。

· どうやってうつるの？

患者の糞便から感染します。症状が起きる前にもっとも多く糞便

にウイルスが排出されますので、用便後の手洗いは常にきちんとしなければなりません。先年の事故ではタオルの共用が原因となっています。

· 原因になった食べ物は？

日本国内で多いものは貝類・井戸水等です。

海外ではアメリカで、メキシコからの輸入の苺で大きな事故が発生しています。最近ではブリーベリーという事例もありました。

中国産の貝類が原因で国内で散発発生した事例もあります。

· 対策は？

発展途上国ではＡ型肝炎は常在伝染病です。上下水道など、衛生上の社会基盤の整備がが防止の決め手になるのですが、なかなか難しいのが現状です。Ａ型肝炎ウイルスは乳幼児期に感染すると比較的軽く済み、しっかりした抗体を獲得します。日本でも戦後はＡ型肝炎の発生は多かったのですが、近年は非常にまれになってきました。逆にそのため抗体を持たないまま成人する人が多くなっています。

· どうしたら防げる？

まず手洗いを徹底しましょう。ワクチンもありますが、効力はあまり長続きせず何年かおいては再接種を繰り返す必要があります。

